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振 り 込 め 詐 欺 に 注意 【振り込め詐欺被害防止合言葉】▶現金は、本人にしか渡しません。▶振り込みません。知らない人の口座には。▶すぐ相談。電話で「お金」と言われたら。

人口 …… 90,498人 （＋99人）
男  …… 47,008人 （＋59人）
女  …… 43,490人 （＋40人）

世帯 …… 42,218世帯 （＋76世帯）

市の人口と世帯数 今月の主な内容
１１月は虐待防止月間／速度規制区域を指定「ゾ
ーン30」 ／高齢者ふれあいの家  ●❷
平成２９年度会計別決算／平成２９年度決算に基づく
健全化判断比率等／秋季全国火災予防運動  ❸
お知らせＨＯＴコーナー 
案内・催し   4～5
八潮高校・八潮南高校生の編集   6～7

お知らせＨＯＴコーナー 
催し・募集  8～9
子育て情報コーナー／保健センターからのお知
らせ  ●❿
各種無料相談／８４０伝言板  ●⓫
農業祭／やしお八つの野菜de健康レシピ／いきい
きやしお写真館／やしお文芸特集  ●⓬

平成30年（2018年）10月１日現在
前月比

　夏季における児童生徒などの健康面に
配慮し、また、児童生徒が意欲をもって
学べる学習環境への改善を図るため、市
内小中学校のエアコンの整備を進めます。
　対象教室は、全普通教室・特別教室（準
備室などを除く）で、平成31年9月の一
斉導入を目指します。
　整備方針について、詳しくは市ホーム
ページをご覧ください。

小中学校の教室に
エアコンを整備します

物教育総務課☎焚４２４

　
１０
月
２８
日
㈰
、
八
潮
市
役
所
周
辺
と
け
や
き
通
り
を
会
場
に
「
第
２7
回
や
し
お
市
民
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
パ
レ
ー
ド
、
阿
波
踊
り
、
模
擬
店
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
パ
レ
ー
ド
は
、
テ
ー
マ
を
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
と
し
た
た
め
、
仮
装
し
て
参
加
さ
れ
る
方
々
が
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
前
日
の
２7
日
㈯
に
は
、
エ
イ
ト
ア
リ
ー
ナ
で
、「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会
」
が
行
わ
れ
、
両
日

で
約
１２
万
５
０
０
０
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
ま
ち
好
き
で
す
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

や
し
お
市
民
ま
つ
り

第
27
回

物
市
民
協
働
推
進
課
☎
奮
４
６
５
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腹日時・期間　 複場所　 覆対象　 淵内容　 弗持ち物　 払定員　 沸費用　 仏申し込み　 物問い合わせ

　
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や
質
問
が
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
地
域
の
方
か
ら
の
連
絡
・
相
談
が
子
ど
も
を
守
る
と
と
も
に
、
子
育
て
に
悩
む
保
護
者
を
支
援
す
る

た
め
の
一
歩
と
な
り
ま
す
。

児
童
虐
待
と
は
…

▼
身
体
的
虐
待
…
殴
る
、
蹴
る
、

叩
く
、
投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺

さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、

溺
れ
さ
せ
る
な
ど

▼
性
的
虐
待
…
子
ど
も
へ
の
性
的

行
為
、
性
的
行
為
を
見
せ
る
、
ポ

ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る　

な
ど

▼
ネ
グ
レ
ク
ト
…
家
に
閉
じ
込
め

る
、
食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く

不
潔
に
す
る
、
自
動
車
の
中
に
放

置
す
る
、
重
い
病
気
に
な
っ
て
も

病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
な
ど

▼
心
理
的
虐
待
…
言
葉
に
よ
る
脅

し
、
無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
の

差
別
的
扱
い
、
子
ど
も
の
目
の
前

で
家
族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る
う

（
Ｄ
Ｖ
）
な
ど

子
育
て
中
の
人
へ

　
子
育
て
の
悩
み
を
、
一
人
で
抱

え
込
む
の
は
大
変
で
す
。
友
だ
ち

や
家
族
な
ど
、
誰
か
に
気
持
ち
を

話
す
と
少
し
は
楽
に
な
り
ま
す
。

　
身
近
に
話
せ
る
人
が
い
な
け
れ

ば
、
電
話
や
直
接
会
っ
て
話
を
聞

い
て
も
ら
え
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
子
育
て
の
こ
と
で
悩
み
が
あ

っ
た
ら
、
迷
わ
ず
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

周
り
の
人
た
ち
へ

　
子
育
て
中
の
人
の
話
し
相
手
に

な
っ
た
り
、
あ
い
さ
つ
や
声
か
け

を
す
る
な
ど
孤
立
し
な
い
よ
う
に

見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
気
に
か
か
る
親
子
」

が
い
る
場
合
や
、「
も
し
か
し
て
、

虐
待
？
」
と
思
っ
た
と
き
に
は
、

相
談
窓
口
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
連
絡
者
や
内
容
に
関
す

る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

※一部のIP電話からはつながりません。※通話料がかかります。
お住まいの地域の児童相談所につながります。

児童相談所
全国共通

虐待かもと
思ったら 1 8 9

いち はや く

3桁
ダイヤル

■相談窓口
（受付時間は、個別にお問い合わせください）
・虐待が疑われる時など

市子育て支援課 ☎奮444

越谷児童相談所草加支所 ☎920－4152

・乳幼児の子育ての悩み・情報提供について

子育てコーディネーター（利用者支援事業）
（やしお子育てほっとステーション） ☎951－0229

子育て相談（だいばら児童館） ☎999－0321

子育て電話相談（南川崎保育所） ☎998－7711

・子育て全般、発達、こころの健康などについて

市家庭児童相談室 ☎奮472

不登校・いじめについて（教育相談所） ☎995－0077

草加保健所 ☎925－1551

子どもスマイルネット（県） ☎048－822－7007

保健センターでも相談できます　☎995－3381

保健師・助産師による妊娠・出産・子育て期
までの悩みについて にじいろ子育て相談室

乳幼児の保健・栄養・子育ての相談について 乳幼児相談

発育発達の相談について すこやか相談

臨床心理士による子育て上の悩み、不安など
の相談について ママのこころの相談

子育てへの不安などをお持ちの方たちが集
い、自由に話し交流

子育てメンタルサロン
（登録制）

　住宅街の道路で歩行者や自転車の交通事故を未然に防ぐため、歩行者や自転
車の安全を優先的に確保する「ゾーン３０」事業を実施しています。
規制開始予定時期　１２月
複中央三・四丁目地区
淵指定した区域の最高速度を時速３０キロに規制
歩行者や自転車の交通ルートを確保するために
路側帯（白線、グリーンベルト）の設置
指定区域の入り口に「ゾーン３０」の文字を路面
に標示、標識の設置など

　高齢者ふれあいの家は、地域における社会的孤立を防止し、心
身の健康維持や介護予防のため、健康づくりや生きがいづくり等
の趣味活動などを行う、高齢者の交流の場です。
　市では、空き家などを活用して、「高齢者ふれあいの家」を開
設する方に対し、運営費などの助成を行っていますので、興味の
ある方は、ぜひ一度ご相談ください。
【現在開設中の高齢者ふれあいの家】

腹毎週月・水曜日（祝日を除く）
　午後１時～４時
複伊勢野２５７　（公社）八潮市
シルバー人材センター内
沸１回１００円

１１
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間
で
す

物
子
育
て
支
援
課
☎
焚
４
４
４

物草加警察署☎943－0110、交通防犯課☎焚288

物長寿介護課☎奮448

赤
ち
ゃ
ん
を

激
し
く
揺
さ
ぶ

ら
な
い
で

未
来
へ
と
命
を
繋つ

な

ぐ
い
ち
は
や
く

速度規制区域を指定
「ゾーン３０」事業

中馬場保育所

八幡小学校

八幡小前

八幡図書館
八幡公民館

諏訪児童公園

天神児童
公園

観音寺橋

八幡橋

葛
西
用
水

中央三

八潮七

保

上馬場児童公園前

馬場新橋

中央四

●新たな指定区域（■）

高齢者ふれあいの家支援事業

カフェしおどめ

たんぽぽカフェ
腹毎週火曜日（祝日を除く）
　午後１時～３時
　毎週木曜日（祝日を除く）
　午前１０時～午後３時
複八條２８３５‒１５
沸１回１００円

～
乳
幼
児

　
揺
さ
ぶ
ら
れ

�

症
候
群
～

　
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
き
や
ま
ず
、

イ
ラ
イ
ラ
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　
赤
ち
ゃ
ん
や
小
さ
な
子
ど

も
が
激
し
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
る

と
、
見
た
目
に
は
分
か
り
に

く
い
で
す
が
、
脳
や
網
膜
に

損
傷
を
受
け
、
重
い
障
が
い

が
残
っ
た
り
、
命
を
落
と
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ど
う
し

て
も
泣
き
や
ま
な
い
時
は
、

赤
ち
ゃ
ん
を
安
全
な
所
に
寝

か
せ
て
、
そ
の
場
を
少
し
の

間
で
も
離
れ
、
ま
ず
自
分
を

リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ゾーン３０の路面標示
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　１１月９日から１５日までの７日間、秋季全国火災予防運動が実施され
ます。
全国統一防火標語
『忘れてない？　サイフにスマホに　火の確認』
［重点目標］
⑴住宅防火対策の推進（住宅用火災警報器の設置および維持管理）
⑵放火火災防止対策の推進
⑶特定防火対象物などにおける防火安全対策の徹底
⑷製品火災の発生防止に向けた取り組みの推進
⑸多数の者が集合する催しに対する火災予防指導などの徹底

　平成30年の草加八潮消防局管内の火災発生件数は、９月末日現在で
５５件（八潮市では２3件）で、火災による死者９人、負傷者４人です（八
潮市では、死者２人、負傷者１人）。
　住宅火災による死傷者を出さないため、住宅用火災警報器を設置し
ましょう。
　また、定期的に住宅用火災警報器の点検を行い、作動状況を確認し
ましょう。

物草加八潮消防局予防課☎９９６－０６６０

秋季全国火災予防運動

３つの習慣
▼寝たばこは、絶対しない
▼ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する
▼ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す
４つの対策
▼逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する
▼寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品
を使用する
▼火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する
▼お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体
制をつくる

【住宅防火　いのちを守る　７つのポイント】
－３つの習慣・４つの対策－

○健全化判断比率

比率名 説　　明
八潮市 国の基準

平成29年度
数値

早期健全化
基準※ １

財政再生
基準※ 2

実 質 赤 字 比 率 一般会計などの赤字
の大きさを表します 赤字なし １2.65% 20.00%

連結実質赤字比率 市全体の赤字の大き
さを表します 赤字なし １7.65% 30.00%

実 質 公 債 費 比 率
借入金など、その年
の返済額の大きさを
表します

7.5% 25.0% 35.0%

将 来 負 担 比 率
借入金の残高など、
今後支払わなければ
ならない負債の大き
さを表します

54.4% 350.0%

※１　健全化判断比率のいずれかの比率が、基準以上の場合、財政健全化計画の策定
が義務付けられ、自主的な改善努力による財政健全化が求められます。

※2　健全化判断比率のうち、将来負担比率を除いたいずれかの比率が基準以上の場
合、財政再生計画の策定が義務付けられ、国などの関与による確実な再生が求
められます。

○資金不足比率
区　　分 八潮市 国の基準

平成29年度 経営健全化基準※ 3

上水道事業

資金不足なし
※ 4 20.0%

公共下水道事業
稲荷伊草第二土地区画整理事業
鶴ヶ曽根・二丁目土地区画整理事業
大瀬古新田土地区画整理事業
西袋上馬場土地区画整理事業
八潮南部東一体型特定土地区画整理事業
※3　資金不足比率が、経営健全化基準以上の公営企業には、経営健全化計画の策定

が義務付けられます。
※4　各会計の事業規模に対する資金の不足額を表す指標で、全会計が国の基準を下

回っています。
＊健全化判断比率と資金不足比率の詳細は、市のホームページでご覧いただけます。

平成2９年度決算に基づく健全化判断比率等
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」による、八潮市の健全
化判断比率等の算定結果をお知らせします。
　八潮市の比率はいずれも、法令で定められている早期健全化基準（財
政再生基準）、経営健全化基準を下回っており、健全な財政を維持して
います。 物財政課☎奮30６

　

平
成
２９
年
度
に
お
い
て
は
、「
第

５
次
八
潮
市
総
合
計
画
」の「
共
生

・
協
働
」と「
安
全
・
安
心
」の
ま
ち

づ
く
り
を
基
本
理
念
と
す
る
『
住

み
や
す
さ
ナ
ン
バ
ー
１
の
ま
ち　

八
潮
』
に
掲
げ
る
施
策
を
実
現
す

る
た
め
に
、
選
択
と
集
中
の
視
点

で
事
業
を
厳
選
し
、
予
算
の
計
画

的
・
効
率
的
に
執
行
し
ま
し
た
。

　

平
成
２９
年
度
一
般
会
計
お
よ
び

特
別
会
計
の
決
算
は
、
表
１
の
と

お
り
で
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
３１１
億
７

６
０
６
万
２
１
９
４
円
（
対
前
年

度
４
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
増
）、
歳

出
は
、２９６
億
９９
万
７
４
２
９
円（
対

前
年
度
５
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
増
）

で
す
。

　
平
成
２９
年
度
上
水
道
事
業
会

計
の
決
算
は
、
表
２
の
と
お
り

で
す
。

　
収
益
的
収
入
は
、
２１
億
３
５

９
７
万
３６６
円
（
対
前
年
度
１
・

９
パ
ー
セ
ン
ト
増
）
で
、
主
に

水
道
料
金
収
入
で
す
。

　
収
益
的
支
出
は
、
１７
億
８
９

８
９
万
６
７
４
０
円
（
対
前
年

度
０
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
増
）
で
、

内
訳
は
、
県
か
ら
水
を
購
入
し

た
費
用
や
ご
家
庭
に
水
道
水
を

届
け
る
た
め
に
必
要
な
水
道
施

設
の
維
持
管
理
費
な
ど
で
す
。

　
資
本
的
収
入
は
、
６
億
８
４

１
８
万
１
１
５
１
円
（
対
前
年

度
２２
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
増
）
で
、

主
に
新
し
く
ご
家
庭
に
水
道
を

引
く
際
に
納
め
て
い
た
だ
い
た

分
担
金
な
ど
で
す
。

　
資
本
的
支
出
は
、
１0
億
５
９

５
４
万
６
２
７
９
円
（
対
前
年

度
８
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
減
）
で
、

内
訳
は
、
新
し
い
配
水
管
の
埋

設
や
水
道
施
設
の
設
備
更
新
費

な
ど
で
す
。

表１　一般会計および特別会計決算額　�（単位：円、％）

区分 予算現額
収入済額 収入率
支出済額 執行率

一 般 3１,096,237,000
3１,１76,062,１94 １00.3
29,600,997,429 95.2

国 民 健 康 保 険 １１,576,384,000
１１,339,535,687 98.0
１0,704,56１,534 92.5

公共下水道事業 4,4１5,603,000
4,348,569,650 98.5
4,0１7,367,568 9１.0

稲 荷 伊 草 第 二
土地区画整理事業 3１2,09１,600

１58,55１,70１ 50.8
93,383,308 29.9

鶴ヶ曽根・二丁目
土地区画整理事業 １90,098,000

１56,900,580 82.5
86,767,629 45.6

大 瀬 古 新 田
土地区画整理事業 489,00１,000

434,１6１,24１ 88.8
396,205,680 8１.0

西 袋 上 馬 場
土地区画整理事業 787,344,000

727,556,997 92.4
622,593,１33 79.１

八潮南部東一体
型特定土地区画
整 理 事 業

１,774,83１,000
１,667,082,288 93.9

１,445,990,957 8１.5

介 護 保 険 5,253,7１0,000
4,988,676,756 95.0
4,625,455,59１ 88.0 

後期高齢者医療 882,789,000 
87１,458,024 98.7 
842,723,560 95.5

表２　上水道事業会計決算額� （単位：円、％）

区分 予算額 決算額
収入率
執行率

収益的収入 2,１04,753,000 2,１35,970,366 １0１.5
収益的支出 １,877,594,000 １,789,896,740 95.3
資本的収入 699,966,000 684,１8１,１5１ 97.7
資本的支出 １,270,033,000 １,059,546,279 83.4

会
計
別
決
算

平
成
2９
年
度

一
般
会
計
お
よ
び

�
特
別
会
計

上
水
道
事
業
会
計

　
平
成
３０
年
第
３
回
八
潮
市
議
会
定
例
会
で
、
平
成
２９
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
、
上
水
道
事
業
会
計
の
決
算
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
物
一
般
・
特
別
会
計
＝
会
計
課
☎
奮
２
０
１
、
上
水
道
＝
経
営
課
☎
奮
４
１
８

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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八潮市役所　☎048-996-2111 腹日時・期間　 複場所　 覆対象　 淵内容　 弗持ち物　 払定員　 沸費用　 仏申し込み　 物問い合わせ

おしらせＨＯＴコーナー　案内おしらせＨＯＴコーナー　案内

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

Ｈ
Ｏ
Ｔ

Ｈ
Ｏ
Ｔ
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

市役所の電話
996-2111

FAX
995-7367

０１２０‒８４０‒２２５
防災行政無線で放送した
内容が聞き取れなかった
場合、再度聞き直せます
（定時放送を除く）。通話
料は無料です。

防災行政無線
テレホンサービス

案
内
案
内

会
議
の
開
催

●
第
２
回
八
潮
市
都
市
計
画
審
議
会
の
傍

聴腹
１１
月
１９
日
㈪　
午
前
１０
時
～

複
別
館
Ａ
会
議
室

淵
草
加
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変
更

に
つ
い
て

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）　

物
都
市
計
画
課
☎
焚
２
７
０

●
第
４
回
八
潮
市
自
治
基
本
条
例
検
証
委

員
会
の
傍
聴

腹
１１
月
２８
日
㈬　
午
後
２
時
～
４
時

複
別
館
Ｂ
会
議
室

淵
自
治
基
本
条
例
の
検
証
に
つ
い
て

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）

物
市
民
協
働
推
進
課
☎
焚
４
６
５

●
第
２
回
八
潮
市
高
齢
者
福
祉
施
設
や
し

お
苑
運
営
委
員
会
の
傍
聴

腹
１１
月
２８
日
㈬　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

急
情
報
を
伝
達
す
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊ
―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
と
、
市
の
防

災
行
政
無
線
の
連
動
を
確
認
す
る
た
め
、

試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。

腹
１１
月
２１
日
㈬　
午
前
１１
時
ご
ろ

淵
▼
防
災
行
政
無
線
チ
ャ
イ
ム
▼
こ
れ
は
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
（
３
回
）
▼

こ
ち
ら
は
、
防
災
や
し
お
で
す
▼
防
災
行

政
無
線
チ
ャ
イ
ム

※
災
害
や
天
候
な
ど
に
よ
り
、
試
験
放
送

を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

物
危
機
管
理
防
災
課
☎
焚
３
０
５

２
０
１
９
年
版
埼
玉
県
民

手
帳
の
販
売

腹
１１
月
１２
日
㈪
～
１２
月
１４
日
㈮　
午
前
９

時
～
午
後
５
時

複
企
画
経
営
課

※
市
内
一
部
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
販
売
場

所
な
ど
、
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

淵
▼
色
＝
黒
（
月
間
予
定
表
部
分
横
罫

式
）、
グ
レ
イ
ッ
シ
ュ
ブ
ル
ー
（
月
間
予

定
表
部
分
升
目
式
）
▼
規
格
＝
１４
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
×
９
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

沸
５００
円
（
税
込
）

物
企
画
経
営
課
☎
焚
４
５
４

早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
反
射

材
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
！

　
県
内
で
は
、
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し

て
お
り
、
事
故
の
多
く
は
夕
暮
れ
か
ら
夜

間
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夕
暮
れ

が
早
く
な
る
冬
期
は
、
夏
期
よ
り
も
交
通

事
故
が
多
く
発
生
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

次
の
点
に
気
を
つ
け
て
、
交
通
事
故
に
あ

わ
な
い
、
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

試
験
機
関
利
用
補
助
制
度

　
市
内
の
中
小
企
業
者
の
方
が
、
新
製
品

・
新
技
術
の
開
発
な
ど
の
た
め
、
試
験
機

関
の
設
備
を
使
用
ま
た
は
試
験
を
依
頼
し

た
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

覆
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
方　
▼

市
内
に
１
年
以
上
住
所
（
事
業
所
）
を
有

し
、
１
年
以
上
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
▼

申
込
日
現
在
、
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

〈
対
象
試
験
機
関
〉　
①
地
方
公
共
団
体

な
ど
が
設
置
す
る
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、

中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類

す
る
公
的
試
験
機
関
②
私
立
大
学
お
よ
び

民
間
企
業
に
付
属
す
る
研
究
施
設
、
そ
の

他
の
試
験
機
関

補
助
金
額　
使
用
料
ま
た
は
手
数
料
の
２

分
の
１
以
内
（
１００
円
未
満
切
り
捨
て
）
※

対
象
試
験
機
関
①
は
上
限
３
万
円
、
対
象

試
験
機
関
②
は
上
限
５
万
円

※
予
算
枠
に
達
し
次
第
締
め
切
り

仏
平
成
３１
年
３
月
８
日
ま
で
に
、
商
工
観

光
課
窓
口
（
☎
焚
４
７
９
）
へ

１１
月
は
「
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群

（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）」
の
対
策
強
化
月
間

　
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
は
、
何
の
予
兆
や
既
往
歴
も

な
い
ま
ま
乳
幼
児
が
死
に
至
る
原
因
の
分

か
ら
な
い
病
気
で
、
次
の
３
つ
の
ポ
イ
ン

ト
を
守
る
こ
と
に
よ
り
発
症
率
が
低
く
な

る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

①
１
歳
に
な
る
ま
で
は
、
あ
お
む
け
に
寝

か
せ
ま
し
ょ
う
。

②
で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
ま
し
ょ
う
。

③
た
ば
こ
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

物
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
９９５
・
３
３
８
１

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
―
１１
月
１２
日
～
２５
日
―

　

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、

売
買
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

な
ど
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
著
し
く
人

権
を
侵
害
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な

暴
力
の
根
底
に
は
、
女
性
の
人
権
へ
の
軽

複
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室

淵
平
成
３０
年
度
八
潮
市
高
齢
者
福
祉
施
設

や
し
お
苑
上
半
期
事
業
報
告
に
つ
い
て

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）

物
長
寿
介
護
課
☎
焚
４
４
７

●
第
４
回
八
潮
市
庁
舎
建
設
基
本
計
画
策

定
審
議
会
の
傍
聴

腹
１１
月
２９
日
㈭　
午
前
１０
時
～
正
午

複
議
会
委
員
会
室

淵
新
庁
舎
の
規
模
に
つ
い
て
な
ど

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）

物
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
課
☎
焚

８
４
５

●
八
潮
市
自
立
支
援
協
議
会
の
傍
聴

腹
１２
月
４
日
㈫　
午
後
７
時
～
８
時
３０
分

複
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

淵
第
５
次
八
潮
市
障
が
い
者
行
動
計
画
・

第
４
期
八
潮
市
障
が
い
福
祉
計
画
の
実
績

報
告
に
つ
い
て

払
５
人
（
当
日
先
着
順
）

物
障
が
い
福
祉
課
☎
焚
４
５
３

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た
全
国

一
斉
情
報
伝
達
試
験
放
送

　
国
か
ら
の
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊

転
す
る
た
め
に
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
ま

た
は
、
市
内
の
金
融
機
関
か
ら
資
金
の
借

り
入
れ
を
受
け
た
、
次
の
す
べ
て
の
要
件

を
満
た
す
中
小
企
業
者

▼
市
内
で
１
年
以
上
事
業
を
営
ん
で
い
る

方
▼
申
込
日
現
在
、
市
税
の
滞
納
が
な
い

方
▼
平
成
３０
年
１
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日

ま
で
の
期
間
で
、
融
資
返
済
の
遅
延
日
数

が
１２０
日
未
満
の
方
▼
借
入
額
が
３００
万
円
以

上
、
１
億
円
以
下
の
方

補
助
期
間　
資
金
を
借
り
受
け
た
日
か
ら

３
年
以
内

補
助
金
額　
平
成
３０
年
１
月
１
日
か
ら
１２

月
３１
日
ま
で
の
支
払
利
子
額
の
５０
パ
ー
セ

ン
ト
※
借
り
入
れ
利
率
が
２
パ
ー
セ
ン
ト

を
超
え
る
場
合
は
、
２
パ
ー
セ
ン
ト
で
算

定
し
た
額
※
延
滞
利
子
は
対
象
外
※
国
、

県
ま
た
は
市
か
ら
他
の
利
子
補
給
を
受
け

て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ら
を
除
い
た
額

※
予
算
枠
に
達
し
次
第
締
め
切
り

仏
平
成
３１
年
１
月
２５
日
ま
で
に
、
商
工
観

光
課
窓
口
（
☎
焚
４
７
９
）
へ

展
示
会
等
出
展
費
用
補
助
制
度

覆
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
方　
▼

市
内
に
１
年
以
上
住
所
（
事
業
所
）
を
有

し
、
１
年
以
上
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
▼

申
込
日
現
在
、
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

〈
対
象
展
示
会
・
見
本
市
〉　
▼
国
・
地

方
公
共
団
体
な
ど
の
公
的
機
関
が
主
催
ま

た
は
後
援
し
、か
つ
市
外
（
国
内
に
限
る
）

で
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
製
品
・
技
術
な

ど
を
紹
介
す
る
出
展
小
間
数
が
１００
以
上
で

あ
る
こ
と
▼
販
売
す
る
こ
と
を
主
た
る
目

的
と
し
な
い
こ
と
▼
広
く
一
般
に
公
開
さ

れ
て
い
る
こ
と
▼
中
小
企
業
者
が
参
画
す

る
団
体
な
ど
が
主
催
す
る
内
部
的
な
も
の

で
な
い
こ
と

補
助
対
象
経
費　
▼
会
場
使
用
料
▼
出
展

物
の
展
示
装
飾
に
か
か
る
費
用
▼
出
展
物

の
運
搬
費
用

補
助
金
額　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
（
１００
円
未
満
切
り
捨
て
、
上
限
５
万

円
）

※
予
算
枠
に
達
し
次
第
締
め
切
り

仏
平
成
３１
年
３
月
８
日
ま
で
に
、
商
工
観

光
課
窓
口
（
☎
焚
４
７
９
）
へ

う
。

●
車
、
バ
イ
ク
運
転
者
の
注
意
点

・
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、
ハ
イ
ビ
ー

ム
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
制
限
速
度
を
守
り
、
高
齢
者
や
子
ど
も

な
ど
の
近
く
を
走
行
す
る
と
き
は
速
度
を

控
え
、
歩
行
者
と
の
距
離
を
確
保
し
ま
し

ょ
う
。

・
横
断
歩
道
で
は
周
囲
を
確
認
し
、
横
断

者
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
転
車
運
転
者
の
注
意
点

・
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、
反
射
材
な

ど
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
安
全
の
た
め
に
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
イ
ヤ
ホ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を

使
用
し
な
が
ら
の
運
転
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

●
歩
行
者
の
注
意
点

・
反
射
材
な
ど
を
身
に
付
け
、
夜
間
時
の

安
全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

・
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

・
横
断
中
も
周
囲
の
安
全
を
確
認
し
、
特

に
左
か
ら
の
車
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

物
交
通
防
犯
課
☎
焚
２
８
８

施
策
評
価
・
事
務
事
業
評
価

の
公
表

　
平
成
２９
年
度
に
市
が
実
施
し
た
施
策
・

事
務
事
業
に
つ
い
て
、
評
価
結
果
を
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
市
役
所
８
４
０
情
報

資
料
コ
ー
ナ
ー
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

物
企
画
経
営
課
☎
焚
８
８
５

工
場
移
転
資
金
利
子
補
給
金
制
度

覆
市
内
の
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
区
域
、

都
市
計
画
道
路
区
域
ま
た
は
住
居
系
用
途

地
域
か
ら
、
適
合
用
途
地
域
へ
工
場
を
移

視
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
男
女
の
あ
り
方
を
見
直
し
、

よ
り
良
い
男
女
共
同
参
画
社
会
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
１１
月
２５
日
は
、「
女
性
に
対
す
る
暴
力

撤
廃
国
際
日
」
で
す
。

物
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
☎
焚
８
１
１

１１
月
１４
日
は
世
界
糖
尿
病
デ
ー

　
国
内
で
は
、
糖
尿
病
の
方
と
、
そ
の
前

段
階
の
予
備
群
は
い
ず
れ
も
約
１
０
０
０

万
人
、
合
計
す
る
と
約
２
０
０
０
万
人
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
の
方
の
平

均
寿
命
は
、
糖
尿
病
で
な
い
人
に
比
べ
て

男
性
で
約
１０
年
、
女
性
で
約
１３
年
短
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
痛
み
な
ど
の
自
覚
症
状

が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
定
期
的
に
健
診
を

受
け
、
普
段
か
ら
適
正
体
重
の
維
持
や
適

度
な
運
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

物
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
９９５
・
３
３
８
１

１２
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

　
エ
イ
ズ
と
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
い
う
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
免
疫
力
が

低
下
し
て
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
総

称
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
国
内
で
は
、
毎

年
、
新
規
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
が
１
０
０
０
件
以

上
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
正
し
い
知
識
を

持
っ
て
、
自
分
や
大
切
な
人
を
守
り
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
不
安
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

物
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
９９５
・
３
３
８
１

中
川
流
域
関
連
八
潮
公
共

下
水
道
事
業
計
画
の
変
更

案
に
関
す
る
縦
覧

腹
１１
月
１５
日
㈭
～
２９
日
㈭

複
下
水
道
課

淵
事
業
計
画
区
域
の
拡
大
に
つ
い
て
（
草

加
都
市
計
画
事
業
大
瀬
古
新
田
土
地
区
画

整
理
事
業
地
区
お
よ
び
隣
接
す
る
区
域
の

一
部
）

意
見
書
の
提
出

覆
利
害
関
係
の
あ
る
方

仏
１１
月
１５
日
か
ら
２９
日
（
必
着
）
ま
で
に
、

窓
口
ま
た
は
郵
送
で
下
水
道
課
（
☎
焚
８

２
０
）
へ

　システムメンテナンス作業
のため、証明書のコンビニ交
付サービスを一時停止します。
腹１１月１５日㈭　午後５時３０分
～９時、１１月２１日㈬・２４日㈯
　午前６時３０分～午後１１時
物住民票・印鑑証明・戸籍関
連＝市民課☎焚２１０、課税所
得証明・非課税証明関連＝市
民税課☎焚２０６

コンビニ交付
サービスの
一時利用停止
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おしらせＨＯＴコーナー　案内・催しおしらせＨＯＴコーナー　案内・催し
住
生
活
総
合
調
査

　
１２
月
１
日
、
全
国
で
住
生
活
総
合
調
査

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
住
生
活

基
本
法
に
基
づ
く
住
生
活
の
安
定
・
向
上

に
係
る
総
合
的
な
施
策
を
推
進
す
る
う
え

で
必
要
と
な
る
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
１０
月
に
実
施
さ
れ
た
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
に
回
答
い
た
だ
い
た
世
帯

の
中
か
ら
一
部
を
選
び
、
全
国
で
約
１２
万

世
帯
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。
１１
月
下
旬

か
ら
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
調
査
票
を
配

布
し
、
郵
送
な
ど
に
よ
り
回
収
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

物
国
土
交
通
省
住
宅
局
住
宅
政
策
課
☎
０３

・
５
２
５
３
・
８
１
１
１
焚
３
９
２
３
５

１１
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間

　
労
働
保
険
は
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の

総
称
で
、
政
府
が
管
理
運
営
し
て
い
る
強

制
加
入
の
保
険
制
度
で
す
。

　
労
働
者
が
業
務
上
負
傷
し
た
場
合
、
労

働
者
が
失
業
し
た
場
合
な
ど
に
必
要
な
保

険
給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
原
則
と
し
て
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇

用
し
て
い
れ
ば
、
加
入
手
続
き
を
行
い
、

労
働
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主
の
方

は
、
速
や
か
に
加
入
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
手
続
指
導
お
よ
び
加
入
干
渉
に

よ
っ
て
も
自
主
的
な
加
入
手
続
き
を
行
わ

な
い
事
業
主
に
対
し
て
は
、
強
制
的
な
加

入
を
含
め
た
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

物
埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課
☎
０４８
・

６００
・
６
２
０
３

平
成
３０
年
分
青
色
申
告
決
算

説
明
会

腹
１２
月
５
日
㈬　
午
後
２
時
～
４
時

複
八
潮
市
商
工
会
館
会
議
室

覆
個
人
事
業
主
（
事
業
所
得
者
）
の
方

淵
決
算
書
の
作
成
方
法
や
、
作
成
に
あ
た

っ
て
の
注
意
点
な
ど
の
説
明

※
事
前
申
し
込
み
不
要

物
越
谷
税
務
署
個
人
課
税
部
門
☎
９６５
・
８

１
１
１
※
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

発
達
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
（
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
）

　
県
で
は
、
発
達
障
が
い
に
特
化
し
、
就

労
相
談
か
ら
職
業
能
力
評
価
、
就
労
訓
練
、

就
職
活
動
支
援
、
職
場
定
着
ま
で
を
支
援

す
る
「
発
達
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
）」
を
運
営
し
て
い
ま

す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
発
達
障
が
い
の
た

め
に
就
労
が
困
難
な
人
の
就
労
を
支
援
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
な
分
野
で
こ
れ
ま
で
に

多
数
の
方
が
就
職
し
て
い
ま
す
。

覆
医
師
の
診
断
や
障
が
い
者
手
帳
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
発
達
障
が
い
の
特
性
を
持

ち
、
そ
の
自
覚
が
あ
る
方
で
企
業
な
ど
へ

の
一
般
就
労
（
障
が
い
者
雇
用
枠
で
の
就

労
を
含
む
）
を
希
望
し
て
い
る
方
※
た
だ

し
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
就
労
移
行

支
援
を
利
用
し
て
訓
練
を
受
け
る
際
に
は
、

医
師
の
診
断
お
よ
び
市
に
よ
る
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
決
定
が
必
要
で
す
。

物
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
草
加
☎
９２９
・
７
６
０

０

催
し
催
し

楽
し
く
体
験
！！
ヤ
ッ
キ
ー
ひ
ろ
ば

①
「
第
６
回
ベ
ー
ゴ
マ
大
会
」

②
「
八
潮
お
も
ち
ゃ
の
病
院
」

腹
１１
月
１７
日
㈯　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

覆
小
学
生
お
よ
び
そ
の
家
族

淵
①
ベ
ー
ゴ
マ
の
回
し
方
を
習
い
、
試
合

を
す
る
②
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
直
す

払
①
の
み
、
５２
人
（
当
日
先
着
順
）

沸
無
料
（
②
は
必
要
に
応
じ
て
部
品
代
あ

り
）

※
事
前
申
し
込
み
不
要

物
や
し
お
生
涯
楽
習
館
☎
９９４
・
１
０
０
０

キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
フ
ラ
ワ
ー

お
正
月
飾
り

腹
１２
月
９
日
㈰　
午
前
１０
時
３０
分
～
午
後

０
時
３０
分

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
セ
ミ
ナ
ー
室
３

覆
１８
歳
以
上
の
方

淵
ク
レ
ー
プ
ペ
ー
パ
ー
と
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー

を
使
っ
て
、
お
正
月
飾
り
を
作
る

講
師　
菱ひ

し

沼ぬ
ま

久ひ
さ

恵え

さ
ん（
聖
徳
大
学
助
教
）

払
１５
人
（
申
込
順
）

沸
８００
円
（
材
料
費
）

仏
１１
月
１５
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

や
し
お
生
涯
楽
習
館
（
☎
９９４
・
１
０
０
０
、

受
付
＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）
へ

「
き
て
・
み
て
・
体
験
！
市
民

活
動
団
体（
個
人
）に
よ
る
わ
く

わ
く
体
験
フ
ェ
ア
」
＆
展
示
、

特
別
口
演
（
落
語
）

腹
１２
月
１６
日
㈰　
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

（
展
示
は
２４
日
ま
で
、
落
語
は
午
後
１
時

３０
分
～
）

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館

淵
手
作
り
体
験
（
カ
ラ
ー
魚
拓
、
木
工
、

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
）、
健
康

づ
く
り
体
験
（
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
、
気
功
、

太
極
拳
な
ど
）、
展
示
（
市
民
活
動
団
体

の
活
動
報
告
、
手
作
り
品
・
絵
画
な
ど
）、

早
稲
田
大
学
寄
席
演
芸
研
究
会
Ｏ
Ｂ
に
よ

る
落
語

払
落
語
の
み
、
１４０
人
（
当
日
先
着
順
）

沸
手
作
り
体
験
の
み
、
１
０
０
０
円
以
内

（
材
料
費
）
※
一
部
無
料
体
験
あ
り

物
や
し
お
生
涯
楽
習
館
☎
９９４
・
１
０
０
０

第
３４
回
八
潮
市
民
音
楽
祭

腹
１１
月
２５
日
㈰　
午
前
１０
時
～
午
後
４
時

３０
分

複
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

淵
音
楽
演
奏
発
表
会

物
八
潮
市
文
化
協
会
（
八
幡
公
民
館
内
）

☎
９９５
・
６
２
１
６

資
料
館
講
座

①
体
験
講
座
「
藁わ

ら

細
工
（
亀
）」

腹
１１
月
２５
日
㈰　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分

覆
中
学
生
以
上

淵
藁
を
使
っ
て
、
お
正
月
飾
り
に
な
る
縁

起
物
の
亀
を
作
る

払
２０
人
（
申
込
順
）

沸
３００
円
（
材
料
費
、
１１
月
２３
日
ま
で
に
資

料
館
へ
）

②
歴
史
講
座
「
江
戸
っ
子
の
『
い
き
』
と

『
わ
ざ
』
―
江
戸
文
化
と
町
人
の
く
ら
し

―
」（
講
演
会
）

腹
１１
月
２３
日
㈷　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分

講
師　
小お

沢ざ
わ

詠え

美み

子こ

さ
ん
（
成
城
大
学
講

師
）

払
４０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

―
共
通
―�

�

複
資
料
館�

�

仏
１１
月
１４
日
か
ら
２２
日
ま
で
に
、
窓
口
ま

た
は
電
話
で
資
料
館
（
☎
９９７・６
６
６
６
）

へお
も
し
ろ
科
学
講
座
～
ス
マ
ホ

顕け
ん

微び

鏡き
ょ
う

を
作
っ
て
、
ミ
ク
ロ
の

世
界
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
！
～

腹
１２
月
２
日
㈰　
午
後
１
時
～
３
時

複
八
條
公
民
館
会
議
室
⑵

覆
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
（
保
護
者

同
伴
可
）

淵
ス
マ
ホ
顕
微
鏡
Ｌ
ｅ
ｙ
ｅ（
エ
ル
ア
イ
）

を
使
っ
て
科
学
を
学
ぶ
、
簡
易
的
な
ス
マ

ホ
顕
微
鏡
の
工
作

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
貸
し
出
し
あ
り

講
師　
飯い

い

田だ

貴た
か

也や

さ
ん
（
日
本
サ
イ
エ
ン

ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・
若
手
の

会
）

払
１５
人
（
申
込
順
）

沸
３００
円
（
材
料
費
）

仏
１１
月
１６
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
條
公
民
館
（
☎
９９４
・
３
２
０
０
、
受
付

＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ

公
民
館
講
座

①
ク
リ
ス
マ
ス
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
教
室

腹
１２
月
９
日
㈰　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分

複
八
幡
公
民
館
第
一
会
議
室

覆
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
（
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

淵
ペ
ン
シ
ル
バ
ル
ー
ン
で
ク
リ
ス
マ
ス
リ

ー
ス
、
動
物
な
ど
を
作
る

講
師　
金か

ね

子こ

賢け
ん

一い
ち

さ
ん

弗
持
ち
帰
り
用
袋（
４５
リ
ッ
ト
ル
ゴ
ミ
袋
）

払
３０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

②
ク
リ
ス
マ
ス
・
手
作
り
ケ
ー
キ
教
室

腹
１２
月
１３
日
㈭　
午
後
１
時
～
３
時
３０
分

複
八
幡
公
民
館
調
理
室

覆
市
内
在
住
・
在
勤
の
、
幼
児
を
子
育
て

中
の
方

淵
フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ル
の
ブ
ッ
シ
ュ
ド
ノ
エ

ル
を
作
る

弗
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

払
１６
人
（
申
込
順
）

沸
１
０
０
０
円
（
食
材
料
費
）

―
共
通
―�

�

仏
①
は
１１
月
１６
日
か
ら
、
②
は
１１
月
１５
日

か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で
八
幡
公
民
館

（
☎
９９５
・
６
２
１
６
、
受
付
＝
午
前
９
時

～
午
後
５
時
）
へ

科
学
の
び
っ
く
り
箱
！
な
ぜ

な
に
レ
ク
チ
ャ
ー
「
二
足
歩

行
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
ろ
う
」

腹
１２
月
１５
日
㈯　
午
後
２
時
～
４
時

複
八
幡
公
民
館
第
一
会
議
室

淵
歩
行
型
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
組
み
立
て
、
ロ

ボ
ッ
ト
が
２
本
の
足
で
歩
く
た
め
の
基
本

的
な
構
造
を
学
ぶ

講
師　
ト
ヨ
タ
技
術
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

覆
小
学
校
４
～
６
年
生

払
２８
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
１２
月
１
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
幡
図
書
館
（
☎
９９５
・
６
２
１
５
）
へ

第
１８
回
図
書
館
ツ
ア
ー
＆

図
書
館
体
験
講
座

腹
１２
月
２２
日
㈯　
午
後
２
時
～
４
時

複
八
條
図
書
館
多
目
的
室

覆
小
学
校
３
年
生
以
上

淵
本
棚
の
整
理
・
資
料
の
返
却
作
業
・
本

の
探
し
方
な
ど
の
図
書
館
業
務
の
実
習

※
参
加
者
に
は
修
了
書
を
発
行

払
５
人
（
申
込
順
）

仏
１２
月
１２
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
條
図
書
館
（
☎
９９４
・
５
５
０
０
）
へ

み
ん
な
が
主
役
の
地
域
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
＆
勉
強
会

　
地
域
住
民
の
一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な

っ
て
、
誰
も
が
「
生
涯
に
わ
た
っ
て
住
み

続
け
た
い
！
」
と
思
え
る
地
域
づ
く
り
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
け
る
か
、
一
緒
に

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

腹
①
平
成
３１
年
１
月
２５
日
㈮　
午
後
１
時

３０
分
～
４
時
１０
分

②
平
成
３１
年
２
月
１８
日
㈪
③
平
成
３１
年
３

月
１８
日
㈪　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

※
全
３
回

複
①
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室
②
③
や
し
お
生

涯
楽
習
館
多
目
的
ホ
ー
ル

覆
市
内
在
住
・
在
勤
で
、
全
３
回
参
加
で

き
る
方

淵
①
基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
な
ど

講
師　
清し

水み
ず

肇け
い

子こ

さ
ん
（（
公
財
）
さ
わ

や
か
福
祉
財
団
理
事
長
）

②
③
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど

払
１００
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
１２
月
２１
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
で
八
潮
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
９９５・３
６
３
６
、
鯖
９９５・５
２
８
７
）
へ

記
念
日
図
書
～
こ
の
日
何
の
日
？

３
６
６
日
記
念
日
～

　
誕
生
日
、
卒
業
、
結
婚
な
ど
、
記
念
日

に
ち
な
ん
だ
「
図
書
」
を
ス
タ
ッ
フ
が
選

び
紹
介
し
ま
す
。
※
貸
出
カ
ー
ド
に
１
～

２
冊
の
空
き
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

覆
八
潮
市
立
図
書
館
の
利
用
者
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
方

払
１５
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
１１
月
２０
日
か
ら
２５
日
ま
で
に
、
八
條
図

書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
（
☎
９９４
・
５
５
０
０
）

へ
※
本
の
お
渡
し
は
、
１２
月
１
日
か
ら
７

日
ま
で
で
す
。

　９月２７日㈭、八潮市と（一社）埼玉県ＬＰガス協会
南東武支部との間で「災害時におけるＬＰガスの優先
供給等の協力に関する協定」を締結しました。
　この協定は、八潮市において、地震、風水害、その
他の災害が発生し、または発生するおそれがある場合、
避難所などにお
いて、調理や給
湯、暖房などに
活用されるＬＰ
ガスが、円滑に
受給できるよう
体制の充実を図
るものです。
物危機管理防災課☎焚３０５

災害時におけるＬＰガスの
優先供給等の協力に関する協定
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八潮高校生が編集しました

はばたけ！やしおっ子!!
八潮の子育てインタビュー

　取材がお盆の時期と重なり、利
用者がいつもより少なかったもの
の、子どもたちのいきいきとした
姿を見ることができました。

　最初はどう接したらいいのか分から
ず戸惑ってしまうこともありましたが、
ボール遊びなどの活動を通して、子ど
もたち一人ひとり得意・不得意なこと
に違いがあるとわかり、それぞれの個
性を感じることができました。
　また、子どもをおんぶする体験もさ
せてもらいました。体も小さく、体重

　やしお子育てほっ
とステーションは、
子育てひろばの利用、
子育て情報の紹介や
子育て家庭を訪問し
育児・家事を一緒に
行うなど、子育て親
子を支援する拠点と

は自分だけだとどう
したらいいか分から
ないことがあるので、
相談できる人やサポ
ートしてくれる人が
いてすごく助かって
いる」という声がき
かれました。

なっています。同じような境遇の保護者と子ども
が集まるため、子どもと一緒に遊ぶほか、保護者
同士の交流ができ、子育ての知識や経験のある職
員の方のサポートも受けられます。
　施設を利用する保護者の方からは、「子育てに

子どもに接するときに気をつけていることは何
ですか？

献立について気をつけていることは何ですか？

調理について気をつけていることは何ですか？

性格や年齢、一人ひとりの個性に配慮していま
す。一番成長を見られる時期なので、毎日成長
している姿を見ることができてうれしいです。

旬の食材を使い、バランスよく栄養をとれるよ
うに献立を決め、子どもの味覚に合わせて薄味
で調理しています。

たりするものについては、
細かくして小さい子ども
でも食べやすくしていま
す。また、子どもは「苦
味」に敏感なので、切り
方を変えたり、味つけを
工夫しています。

食中毒には特に気をつけていて、果物以外はす
べてに火を通しています。大きかったり長かっ

もまだまだ軽いですが、温かさや重
みをハッキリと感じることができま
した。

　始めのあいさつまでは緊張や不安
な気持ちもありましたが、教室に入
った途端子どもたちが集まって来て
くれたおかげで、緊張がほぐれて安
心して体験に入ることができました。

　朝の
体操後、
子ども
たちに
紙ひこ

うきを折ってあげると、とてもうれ
しそうにしていたのが印象的でした。
また、折り返し地点に立って応援を
したレース勝負では、負けて悔し泣
きしたり、勝って大喜びしたりする
子どもたちの姿が見られました。

保育士体験
０～２歳児クラス

３～５歳児クラス

給食も一緒に食べました

Ｑ
Ａ

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

八潮
高校

小お

俵だ
わ
ら

真ま

里り

亜あ

　
初
め
て
大
人
数
の
子
ど
も
た
ち
と
関

わ
り
、
緊
張
し
ま
し
た
。
大
変
な
こ
と

も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
良
い
経
験
と
な
り

ま
し
た
。

小お

川が
わ

瑛え
い

志し

　
子
ど
も
た
ち
に
直
に
ふ
れ
あ
え
る
機

会
は
あ
ま
り
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な

貴
重
な
体
験
が
で
き
て
と
て
も
良
か
っ

た
で
す
。

工く

藤ど
う

竜り
ゅ
う

一い
ち

　
保
育
体
験
を
通
し
て
、
そ
の
大
変
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
一
方
で
、
子
ど
も
た

ち
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
な
が
ら
、

大
変
な
分
と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
分
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、
体
験
を
通
し
て
学
ん
だ
こ

と
か
ら
保
育
士
・
栄
養
士
・
調
理
師
の

皆
さ
ん
へ
直
接
取
材
し
、
八
潮
市
の
保

育
事
情
や
大
変
な
こ
と
、
気
を
つ
け
て

い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
聞
け
て
良
か

っ
た
で
す
。

三み

上か
み

彪ひ
ょ
う

雅が

　
今
回
の
体
験
を
通
し
て
、
保
育
の
仕

事
の
大
変
さ
や
大
切
さ
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
広
報
紙
の
編
集

に
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
編
集
作
業
の

大
変
さ
も
知
り
ま
し
た
。
将
来
子
ど
も

に
関
わ
る
仕
事
も
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

やしお子育て
　　 ほっとステーション

保育士・栄養士・調理師の
皆さんにインタビュー！

　八潮の子育て事業をテーマに八条保育所での保育士体験と取材、そして八潮駅高架下に
ある、やしお子育てほっとステーションへ取材に行きました。

写真右から　小俵真里亜、小川瑛志、工藤
竜一、三上彪雅

編集　八潮高校　〒340−0802　鶴ケ曽根650　☎996−1130
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